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形　　番
性　能 コイル（20℃） 80％トルク

消滅時間
〔ms〕

許容
スリップ
工率〔W〕

許容
回転数
〔r/min〕

定格トルク
〔N・m〕

電流〔A〕
（75℃）

電 圧
〔DC-V〕

抵 抗
〔Ω〕

容 量
〔W〕

時定数
〔ms〕

HC0.5
0.05

0.36

24

55.0 10.5
35 17 6

3000

HB0.5 0.23 84.0 6.9
HC1.2

0.12
0.38 52.4 11.0

55 10 27
HB1.2 0.25 78.9 7.3
HC2.5

0.25
0.52 37.9 15.2

80 10 34
HB2.5 0.35 55.7 10.3
HC5

0.5
0.58 33.8 17.0

100 12 40
HB5 0.46 43.1 13.4
HC10

1.0
0.71 27.9 20.6

175 15 59
HB10 0.62 31.6 18.2

33



/

/

叩 また

ご

緩み

は、

　無理な力や衝撃を与えないようにしてください。
　取付け面との直角度と相手軸との同軸度に注意
し、必要に応じてフレキシブル・カップリングをご
使用ください。

　水滴・油滴のある場所での保存・使用は避けて
ください。
　粉塵の多い場所や、内部に液体や異物・腐食性ガ
スが入り込む可能性がある場所では使用しないで
ください。

ヒステリシスクラッチ /ブレーキの電源極性
　＋－の極性は、どちらに接続しても性能に違いは
ありません。

　ヒステリシスクラッチ /ブレーキは、発生トルク
を熱エネルギーとして外部に放出するため発熱し、
スリップ回転数とトルクの積に比例するスリップ
工率（仕事量）が指標になります。
　それぞれの製品ごとに許容スリップ工率が規定
されていますので（62ページ参照）、許容スリップ

工率以内でご使用ください（33ページ表１参照）。
　発熱は取付け部材やフィールドコア、軸からの熱
伝導や対流、放射などによって放熱されますが、ご
使用状態によっては十分な放熱が得られない場合
があったり、高トルクかつ低速回転域では、コイル
の消費電力による自己発熱の影響を考慮する必要
があります。
　表面の最高温度は60℃を目安として、温度が上
がりすぎる場合は放熱特性を改善したり、仕事量を
下げたりして、過熱を避けてください。

ります。この現象をコッキング現象といい、以下の消
去方法で残留磁気を消去してからご使用ください。

け

など
緩

34



け
緩み

ねじ
緩み

35


